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要旨:奈良教育大学キャンパス内及び付属施設の大型陸生ミミズ相を明らかにするため、ミミズの

採集を行った。未記載と考えられる5種を含むフトミミズ科18種とツリミミズ科1種が採集でき

た。このうち、セグロミミズpheretimadivergens (Michaelsen, 1892)は近畿地方初記録であった。

また、シマフトミミズpheretimashimaensis (Goto & Hatai, 1899)は記載後2例日の採集記録と

なった。本調査の結果、奈良県内の大型陸生ミミズの既知種は15種となった。

Abstract : We conducted to collect earthworms m order to clarify the earthworm fauna of mam

campus and adjunctive faculties of Nara University of Education. We could collect eighteen

species of Megascolecidae including five undescribed species, and one species of Lumbricidae.

TO our knowledge, it is first time to record Pheretima divergens (Michaelsen, 1892) in Kinki

district. Pheretima shimaensis (Goto & Hatai, 1899) is secondary record after which described.

Fifteen species of earthworms exist m Nara prefecture including our result.

Key words : Fauna of earthworms, Megascolecidae, Lumbricidae, Pheretima

I.はじめに

これまで関西地方における貧毛類の分類学的研究は、 Hatai (1930 、 Ohfuchi (1938 、小林(1941

によって行われてきた。しかし、 4府県10地点のミミズ相を報告した小林(1941を除き、他の

研究は特定の地点から得られたわずか1-数種を用いた記載論文である。このため、関西地方のミ

ミズ相を論じるためにはこれまでの報告では未調査の空白域が多く、更なる調査が必要である。奈

良県においては、小林(1941の入之波と大台ケ原、渡辺(1975　の奈良市春日山からの報告しか

見当たらず、奈良県内のミミズ相の実態はほとんど分かっていない。奈良県南部の山間域で未記載

種と考えられる大型のミミズが発見されており、ミミズ相の解明が急がれる。そこで、本調査では

これらの調査を補完することを目的に、奈良教育大学キャンパス内及び距離の離れた2か所の付属

施設のミミズ相の調査を行ったため、ここに報告する。



Ⅱ.調査地と調査方法

2008年4-11月に奈良教育大学キャンパス内で適宜ミミズの採集を行った。また、多くの種の

成体が得られる時期である2008年7月26-28日に奈良教育大学附属自然環境教育センター奥吉野

実習林(以下、奥吉野実習林と略す)で、 7月29日に奈良教育大学キャンパス内(以下、大学キャ

ンパス内と略す)及び奈良教育大学附属自然環境教育センター奈良実習園(以下、奈良実習園と略

す)で集中的にミミズの採集を行った。大学キャンパス内や奈良実習園では主に道路際の落葉の溜

まった地点や、樹林地内でミミズを採集した。奥吉野実習林では実習林内の歩道を歩きながら、落

葉の溜まった地点でミミズを採集した。なお、奥吉野実習林周辺の道路際の落ち葉の溜まった側溝

でもミミズを採集した。主にスコップや熊手を用いてミミズを採集し、雨の目等に路上に出現した

ミミズの拾い取りも行った。採集したミミズはアルコール麻酔後、 100%ェタノール又は5%ホル

マリンで保存した。種名の同定に際しては双眼実体顕微鏡を用いて、外部形態および解剖による内

部形態の観察をあわせて行なった。採集したフトミミズ科の種名表記はIshizuka (1999)、石塚

(2001に、ツリミミズ科のそれは中村(1972　に従った。本幸鋸こおけるフトミミズ科の属名表記

PheretimaはIshizuka (1999)におけるPheretima (s. lat.)を略したものである。

Ⅲ.結果と考察

今回の調査では奈良教育大学キャンパス内で245個体、奈良実習園で42個体、奥吉野実習林で

135個体、合計422個体を捕獲し、それらの標本の同定の結果、大学キャンパス内ではフトミミズ

科9種、奈良実習園ではフトミミズ科5種及びツリミミズ科1種、奥吉野実習林ではフトミミズ科

13種及びツリミミズ科1種であり、合計するとフトミミズ科18種、ツリミミズ科1種の19種を

記録した(表1)。また奥吉野実習林で得られたフトミミズ科Pheretima sp.l-5の計5種は既知種

として同定することが出来なかったものの、これらの標本は未記載種である可能性があるために、

今後これらの種に関しては分子同定を含めた多角的な考察が必要である。それぞれの調査地で優占

していた種は、大学キャンパス内ではノラクラミミズp. megascolidioides、 -タケミミズp. agrestis、

ヒトツモンミミズp. hilgendorfi、奥吉野実習林ではシーボルトミミズM. sieboldi、 Pheretima sp. 4

であった(表1)。シマフトミミズは記載後、 2例日の採集記録となった。

各調査地間のミミズ相を比較すると、大学キャンパス内と奈良実習園ではハタケミミズやノラク

ラミミズ、ヒトツモンミミズが優占し、ミミズ相に大きな差は見られなかった。奈良実習園では

大学キャンパス内に比べ種組成は貧弱であったが、採集頻度は大学キャンパス内で多いため、今後

より詳細な調査を行えば新たな種が追加される可能性がある。 2か所以上の地点で共通して採集さ

れた種は-タケミミズ、 -ンイセイミミズp.hetempoda、ヒトツモンミミズ、フキソクミミズ

P. irregularis、ノラクラミミズ、サクラミミズAllolobophorajaponicaであり(表1)、ノラクラミミ

ズを除く5種は本州では出現頻度の高い種として知られている(石塚　2001上平, 2001, 2004a,

2004b, 2004c, 2006, 2007)。これらに大学キャンパス内ではセグロミミズp. divergens、クソミミ

ズp. hupeiensis、キクチミミズp. schmardae、ヤマグミミズp. yamadaiが、奈良実習園ではフツウ

ミミズp. communissimaが、奥吉野実習林ではメガネミミズp. acincta、シマフトミミズp.

shimaensis、シーボルトミミズp.sieboldi、 P. sp. 1-5が追加して出現したと解釈できる(表1)。

このうち、大学キャンパス内や奈良実習園で追加して出現した種は、近畿地方に分布が限られるヤ

マグミミズを除き、日本全国的に広く分布している。一方、奥吉野実習林には、全国的に広く分布

しているメガネミミズを除き、分布が限定される種が追加して多数出現した。

Ishizuka (1999)のフトミミズ科の生活型と腸盲嚢の形態についての指摘に基づき、生活型の

指標として採集されたミミズの腸盲嚢の形態を表1に示した。その結果、腸盲嚢を持たないツリミ

ミズ科のサクラミミズ及びBimastosparvusを除く、フトミミズ科18種のうち腸盲嚢が指状型の種
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が6種、突起状型の種が3種、鋸歯状型の種が1種、多型状型の種が1種であった。指状型の腸盲

嚢を持つ種は表層に生息する表層種、突起状の腸盲嚢を持つ種は地表から30cm以内の地中に生息

する浅層種、鋸歯状型の腸盲嚢を持つ種は地表から30cm以上の地中に生息する深層種にそれぞれ

対応する。ここでは浅層種と深層種をあわせて地中種とした。本調査では表層種6種、サクラミミ

ズを含む地中種6種が採集された。本調査の際のミミズの採集は、手や移植ゴテ等により主に落葉

層から行ったため、本調査地に生息する表層種は、ほぼ採集できたと考えられる。これに対して、

サクラミミズを除く地中種は、 1種当たり1-2個体しか採集できていないため、地中種の把握は

不十分であると考えられる。今後、地中種を目的としたより詳細な採集を行うことができれば、本

調査地のミミズ相の全貌が把握できるものと思われる。

これまでに奈良県内で記録された陸生大型ミミズを表1に示す。本調査で採集できたミミズのう

ち、フツウミミズ、セグロミミズ、 -ンイセイミミズ、ヒトツモンミミズ、クソミミズ、ノラクラ

ミミズ、キクチミミズ、シマフトミミズ、シーボルトミミズ、ヤマグミミズの計10種は奈良県初

記録であった。セグロミミズは本調査において1個体採集できたものの、採集記録は奈良県を含む

近畿地方においてまだ報告されていないため、本調査での採集例が近畿地方初記録である。奈良県

内の陸生大型ミミズの既知種は15種、近畿地方では32種となる。

石塚(2001)は東京都全域における1979-1998年の調査で、山地にのみ分布する種の100%、

低地・丘陵地から山地までに分布する種の25%が新種であったことを報告している。また、大型

陸生貧毛類の分類学的研究が比較的進んでいると考えられていた東北地方でも山間部を中心に29種

の未記載種が採集されている(上平, 2004c)。本調査でも、山地にある奥吉野実習林では5種の未

記載の可能性がある種が採集されている。また、今回採集できなかったものの、奥吉野実習林付近

では未記載種と考えられる大型のミミズが採集されており、山間部でのミミズ相の解明が急がれる。
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表1.本調査で得られた大型ミミズ相,及び過去に奈良県内で記録のある大型ミミズとその腸盲嚢タイプ

(*1欄以外の数値は個体数、 -は記録なし)

大学構内　奈良　奥吉野　奈良県における　　腸盲嚢タイプ
実習園　　実習林　　過去の記録刈

Megascolecidaeフトミミ

pheretimaacincta　メガネミミズ

P.agrestis　-タケミミズ
P.cotnmunissitna　フツウミミズ

P.divergens　セグロミミズ

P.heteropoda　-ンイセイミミズ

P.hilgendorfi　ヒトツモンミミズ

P.hupeiensisクソミミズ

P.irregularis　フキソクミミズ
P.megascolidioides　ノラクラミミズ
p.schmardae　キクチミミズ

p.shimaensis　シマフトミミズ

p.sieboldi　シーボルトミミズ

P.yamadai　ヤマダミミズ

P. sp.1

P. sp.2

P. sp.3

P. sp.4

P. sp.5
Lumbricidae　ツリミミズ科

iimastosparvus　キタフクロナシツリミミズ
onica　サクラミミズ
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Iフトミミズ科幼体
ツリミミズ科幼体
同定不能
*1:1は小林(1941)から, 2は渡辺(1975)から.
*2:解剖していないので,外部形態からの推測である.
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